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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の物品を前後方向に並べて搭載可能な搭載部と、
　前記搭載部に沿って前後に移動可能に設けられた押圧スライダと、
　前記押圧スライダを前方に付勢するスライダ付勢部と、
　前記搭載部に搭載されている前記物品が所定の残量となった場合に発光報知を行う発光
部と、
　前記発光部に電力供給する光電池と、
　を備え、
　前記スライダ付勢部は、巻きバネにより構成されており、
　前記巻きバネは、渦巻き状に巻回された巻回部と、前記巻回部から繰り出された繰出部
と、を含み、前記繰出部の先端部が前記押圧スライダに連結されており、
　前記巻きバネは、前記繰出部を前記巻回部に巻き取ろうとする力によって前記押圧スラ
イダを前方に付勢しており、
　前記巻きバネの一方の面には、当該巻きバネの長手方向における一部領域に亘って延在
する絶縁領域と、当該巻きバネの長手方向における他部領域に亘って延在する導電領域と
、が形成されており、
　当該マガジンは、前記発光部の発光状態を切り替える切替部を更に備え、
　前記切替部は、前記巻きバネの前記一方の面に接触する電極を備え、前記電極が前記絶
縁領域に接触するか又は前記導電領域に接触するかに応じて前記発光部の発光状態を切り
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替えるマガジン。
【請求項２】
　前記巻きバネは、金属板を含んで構成されており、
　前記絶縁領域においては、当該巻きバネの前記一方の面側において前記金属板の表面が
絶縁膜により覆われており、
　前記導電領域においては、当該巻きバネの前記一方の面側において前記金属板の表面が
露出している請求項１に記載のマガジン。
【請求項３】
　前記搭載部は、前端部にフラップを備え、
　前記フラップは、起立状態と、前記起立状態よりも前傾した前傾状態と、に揺動可能に
軸支されており、
　前記切替部は、前記フラップに搭載されており、
　前記電極は、板バネにより構成されているとともに、板面が前後方向を向いており、前
記フラップから下方に突出して、突出方向先端部が前記巻回部において前記巻きバネの前
記一方の面に接触しており、且つ、前記フラップが前傾した際に、前記フラップを起立さ
せる方向に付勢する請求項１又は２に記載のマガジン。
【請求項４】
　前記電極は、前記フラップから下方に突出している第１部分と、前記第１部分よりも更
に下方に突出しているとともに前記第１部分に対して後方に折れ曲がっている第２部分と
、を有し、
　前記突出方向先端部は、前記第２部分の先端部である請求項３に記載のマガジン。
【請求項５】
　前記搭載部は、前端部にフラップを備え、
　前記フラップは、起立状態と、前記起立状態よりも前傾した前傾状態と、に揺動可能に
軸支されている請求項１又は２に記載のマガジン。
【請求項６】
　前記フラップに前記発光部が搭載されている請求項３から５のいずれか一項に記載のマ
ガジン。
【請求項７】
　前記発光部は、前記フラップの前方に向けて光を放射する請求項６に記載のマガジン。
【請求項８】
　前記フラップに前記光電池が搭載されている請求項３から７のいずれか一項に記載のマ
ガジン。
【請求項９】
　前記光電池の受光面は、前記フラップの前面側に配置されている請求項８に記載のマガ
ジン。
【請求項１０】
　前記フラップの下部領域は、前記発光部及び前記光電池を収容する収容部を構成してお
り、
　前記フラップの上部領域は、差し込まれたカード類を保持するカードホルダを構成して
いる請求項３から９のいずれか一項に記載のマガジン。
【請求項１１】
　前記巻きバネの前記繰出部は、前記巻回部の上端部から後方に繰り出されている請求項
１から１０のいずれか一項に記載のマガジン。
【請求項１２】
　前記発光部を基準として、当該発光部からの光放射方向側の位置に配置されたレンズ部
材を更に備える請求項１から１１のいずれか一項に記載のマガジン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、複数の物品が前後方向に並べて搭載されるマガジンに関する。特に、物品の
残量をマガジンの外部から確認可能なマガジン及びマガジン用フラップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンビニエンスストアなどの店舗では、様々な物品がいわゆる什器に陳列されている。
　多様な物品のうち、例えばたばこ商品などの特定の物品を陳列するための什器の棚には
、複数の物品を前後方向に並べて搭載するための商品搭載用の容器が複数設置される。こ
の容器は一般的にはマガジン、カートリッジまたはホルダーなどと呼ばれている。以下で
は、この容器をマガジンと呼称する。
　なお、ここでいうたばこ商品とは、喫煙に供される個々の紙巻たばこではなく、複数本
の紙巻たばこを収容している直方体状のパッケージを意味している。
【０００３】
　ところで、マガジンに搭載された物品の残個数が減ってくると、店員が物品を補充する
必要がある。しかし、個々のマガジンにおける物品の残個数を数える作業は繁雑であるた
め、残個数を数えなくても、残個数がある程度以下に減ったことを容易に認識できるよう
にしたいという要望があった。これに対し、マガジンの搭載部に搭載されている物品の残
個数が減ったことを表示する技術が提案されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、マガジンの搭載部に搭載されている物品の残個数が減った場
合に、ランプの発光状態が切り替わる点が記載されている。また、特許文献１のマガジン
は、ランプに電力供給する電池を備えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２００３／０３９３０１号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１のマガジンでは、物品の補充だけで無く、マガジンの電池が
消耗した場合における電池の補充も頻繁に行う必要が生じる懸念がある。
【０００７】
　本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであり、より手間がかからずに、発光によ
る物品の残量の報知が可能なマガジン及びマガジン用フラップを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、複数の物品を前後方向に並べて搭載可能な搭載部と、
　前記搭載部に沿って前後に移動可能に設けられた押圧スライダと、
　前記押圧スライダを前方に付勢するスライダ付勢部と、
　前記搭載部に搭載されている前記物品が所定の残量となった場合に発光報知を行う発光
部と、
　前記発光部に電力供給する光電池と、
　を備え、
　前記スライダ付勢部は、巻きバネにより構成されており、
　前記巻きバネは、渦巻き状に巻回された巻回部と、前記巻回部から繰り出された繰出部
と、を含み、前記繰出部の先端部が前記押圧スライダに連結されており、
　前記巻きバネは、前記繰出部を前記巻回部に巻き取ろうとする力によって前記押圧スラ
イダを前方に付勢しており、
　前記巻きバネの一方の面には、当該巻きバネの長手方向における一部領域に亘って延在
する絶縁領域と、当該巻きバネの長手方向における他部領域に亘って延在する導電領域と
、が形成されており、
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　当該マガジンは、前記発光部の発光状態を切り替える切替部を更に備え、
　前記切替部は、前記巻きバネの前記一方の面に接触する電極を備え、前記電極が前記絶
縁領域に接触するか又は前記導電領域に接触するかに応じて前記発光部の発光状態を切り
替えるマガジンが提供される。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、より手間がかからずに、発光による物品の残量の報知が可能なマガジ
ン及びマガジン用フラップを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１（ａ）は実施形態に係るマガジンの前部を前方から視た斜視図であり、搭載
部に搭載されている物品が所定の残量よりも多い状態を示す。図１（ｂ）は実施形態に係
るマガジンの前部を前方から視た斜視図であり、搭載部に搭載されている物品が所定の残
量となった状態を示す。
【図２】図２（ａ）は実施形態に係るマガジンの前部の平面図であり、搭載部に搭載され
ている物品が所定の残量よりも多い状態を示す。図２（ｂ）は実施形態に係るマガジンの
前部の平面図であり、搭載部に搭載されている物品が所定の残量となった状態を示す。
【図３】実施形態に係るマガジンの側面図である。
【図４】図４（ａ）は実施形態に係るマガジンの前部の側断面図であり、図２（ａ）のＡ
－Ａ線に沿った断面を示す。図４（ｂ）は実施形態に係るマガジンの前部の側断面図であ
り、図２（ｂ）のＢ－Ｂ線に沿った断面を示す。
【図５】図３のＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【図６】図６（ａ）はマガジンが備えるフラップを斜め前方から視た分解斜視図であり、
図６（ｂ）はフラップを斜め後方から視た斜視図である。
【図７】図７（ａ）はマガジンが備えるフラップを斜め前方から視た斜視図であり、図７
（ｂ）はフラップの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について、図面を用いて説明する。なお、すべての図面におい
て、同様の構成要素には同一の符号を付し、適宜に説明を省略する。
　本実施形態では、各構成要素の位置関係を分かりやすく説明するために、前後左右上下
等の方向を規定して説明する場合がある。しかし、これらの方向の規定は便宜的なもので
あり、本発明を実施する製品の製造時や使用時の方向を限定するものではない。なお、マ
ガジンに関連する前後は、マガジンの正面側を前方向、背面側を後方向とする。また、マ
ガジンに関連する左右は、マガジンの幅方向であって正面側から観察したときの左右をい
う。
　また、フラップ１６の各部の位置関係は、フラップ１６が起立している状態での位置関
係を説明したものである。
　また本発明の各種の構成要素は、個々に独立した存在である必要はなく、一つの構成要
素が他の構成要素の一部であること、ある構成要素の一部と他の構成要素の一部とが重複
していること、等を許容する。
【００１３】
　図１（ａ）及び図１（ｂ）は本実施形態に係るマガジン１００の前部を前方から視た斜
視図である。
　図２（ａ）及び図２（ｂ）は本実施形態に係るマガジン１００の前部の平面図である。
　図３は本実施形態に係るマガジン１００の側面図である。
　図４（ａ）及び図４（ｂ）は本実施形態に係るマガジン１００の前部の側断面図であり
、このうち図４（ａ）は図２（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面を示し、図４（ｂ）は図２（
ｂ）のＢ－Ｂ線に沿った断面図を示す。
　このうち図１（ａ）、図２（ａ）、図３及び図４（ａ）は、搭載部１０に搭載されてい
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る物品（本実施形態の場合、たばこ商品６０）が所定の残量よりも多い状態を示す。特に
、図１（ａ）、図２（ａ）及び図４（ａ）は、搭載部１０に搭載されているたばこ商品６
０が所定の残量よりも１個多い状態を示す。
　一方、図１（ｂ）、図２（ｂ）及び図４（ｂ）は、搭載部１０に搭載されているたばこ
商品６０が所定の残量（例えば５個）となった状態を示す。
　図５は図３のＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
　なお、図１（ａ）、図１（ｂ）、図２（ａ）、図２（ｂ）、図３、図４（ａ）及び図４
（ｂ）においては、搭載部１０に搭載されたたばこ商品６０を二点鎖線で示しているが、
図５においてはたばこ商品６０の図示を省略している。
　図６（ａ）、図６（ｂ）、図７（ａ）及び図７（ｂ）は、本実施形態に係るマガジン１
００が備えるフラップ１６を示す図である。このうち、図６（ａ）はフラップ１６を斜め
前方から視た分解斜視図であり、図６（ｂ）はフラップ１６を斜め後方から視た斜視図で
あり、図７（ａ）はフラップ１６を斜め前方から視た斜視図であり、図７（ｂ）はフラッ
プ１６の側面図である。
【００１４】
　いずれかの図に示すように、本実施形態に係るマガジン１００は、複数の物品（たばこ
商品６０）を前後方向に並べて搭載可能な搭載部１０と、搭載部１０に沿って前後に移動
可能に設けられた押圧スライダ２０と、押圧スライダ２０を前方に付勢するスライダ付勢
部（例えば巻きバネ５０）と、搭載部１０に搭載されている物品が所定の残量となった場
合に発光報知を行う発光部（例えば、ＬＥＤ９１（図６（ａ）、図６（ｂ）、図７（ｂ）
））と、発光部に電力供給する光電池９３（図６（ａ）、図６（ｂ）、図７（ａ）、図７
（ｂ））と、を備えている。
【００１５】
　ここで、所定の残量とは、例えば、所定の残個数である。所定の残個数は、マガジン１
００の各部の寸法や位置関係と、搭載部１０に搭載されるたばこ商品６０の前後方向寸法
（厚み寸法）と、に応じて定まる。
　本実施形態の場合、一例として、所定の残個数は５個に設定されている。
【００１６】
　また、発光部であるＬＥＤ９１による発光報知は、たばこ商品６０の残個数が所定の残
個数となった場合に、ＬＥＤ９１の発光状態が変化することにより行われる。一例として
、ＬＥＤ９１は、搭載部１０に搭載されているたばこ商品６０が５個よりも多い場合には
消灯しており、搭載部１０に搭載されているたばこ商品６０が５個以下のときには点滅又
は点灯するようになっている。
　また、光電池９３が発光部（ＬＥＤ９１）に電力供給するということには、光電池９３
から発光部に直接電力供給する場合の他、後述するように光電池９３からの電力が回路基
板９４を介して発光部に供給される場合や、光電池９３からの電力が一旦蓄電池に充電さ
れた後で該蓄電池から発光部に供給される場合などが含まれる。また、一例としては、発
光部に対する電力供給はすべて蓄電池が行うようになっていて、光電池９３からの電力は
専ら蓄電池の充電に供されるようになっていてもよい。
【００１７】
　また、ＬＥＤの発光状態の切り替えは、前後方向における押圧スライダ２０の位置の変
化に連動して行われる。すなわち、押圧スライダ２０が所定の前進位置まで前進すること
に連動して、ＬＥＤ９１の発光状態が切り替わる（例えばＬＥＤ９１が消灯状態から点滅
状態又は点灯状態に切り替わる）ようになっている。
【００１８】
　搭載部１０にはたばこ商品６０を縦置きで前後に一列に並ぶ状態で搭載可能となってい
る。
　例えば、搭載部１０には、標準寸法のたばこ商品６０を最大で１５個搭載可能となって
いる。なお、たばこ商品６０は銘柄により前後方向寸法（厚み寸法）が異なるため、搭載
部１０におけるたばこ商品６０の搭載数は、銘柄によって異なる場合がある。また、マガ



(6) JP 6726041 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

ジン１００に陳列するたばこ商品６０の銘柄が変更された場合には、所定の残個数が変化
する場合があり得る。
【００１９】
　搭載部１０は、前後方向に長尺で上方に向けて開口している箱型の容器である。搭載部
１０は、複数のたばこ商品６０を支持する底板部１２と、底板部１２の左右両側端に設け
られた左右一対の側壁部１３と、底板部１２の前端部に設けられた前壁部１４と、底板部
１２の後端部に設けられた後壁部１７と、底板部１２の下面から下方に突出しているブレ
ード１９（図３、図４（ａ）、図４（ｂ））と、を備えている。底板部１２及び側壁部１
３は、それぞれ前後方向に長尺に形成されており、搭載部１０の前端部から後端部に亘っ
て延在している。
【００２０】
　底板部１２の具体的な構造は、特に限定されないが、本実施形態の場合、底板部１２に
は、底板部１２の後端部から前端部に亘って延在する左右一対のスリット１２ｃ（図２（
ａ）、図２（ｂ）、図５）が形成されている。底板部１２は、平面視において左右一対の
スリット１２ｃによって挟まれた中央部１２ａと、平面視において各スリット１２ｃを介
して中央部１２ａから離間している左右一対の側部１２ｂと、を含んでいる。
　一対の側部１２ｂの各々は、水平に配置された板状部であり、前後方向に延在している
。左右一対の側部１２ｂの各々の上面には、前後に延在する突条であるガイドレール１２
ｄが形成されている。
　底板部１２上に搭載されたたばこ商品６０は、左右一対の側部１２ｂのガイドレール１
２ｄ間に跨がった状態となり、一対のガイドレール１２ｄに沿って前後に摺動可能となる
。
　底板部１２の中央部１２ａも、水平に前後方向に延在している。
　底板部１２の前端部には、上方に向けて隆起したスロープ１２ｅ（図２（ａ）、図２（
ｂ）、図４（ａ）、図４（ｂ）等参照）が形成されている。これにより、押圧スライダ２
０に押されて底板部１２の前端部に到達した先頭のたばこ商品６０が、他のたばこ商品６
０よりも上方に持ち上がり、当該先頭のたばこ商品６０を取り出しやすくなっている。
　また、各側部１２ｂにおいて、ガイドレール１２ｄよりもマガジン１００の幅方向中央
寄りの部分は、押圧スライダ２０を前後にガイドするガイドレールを構成している。
【００２１】
　左右一対の側壁部１３の各々は、板面が略鉛直に配置されており、且つ、互いに平行に
対向している。一対の側壁部１３は、底板部１２の左右両端部から、上方に起立している
とともに下方にも垂下している。
　なお、例えば、右側の側壁部１３には、当該側壁部１３を上縁側から下方に向かって切
り欠いた形状の切欠形状部１３ｃが形成されており、搭載部１０へのたばこ商品６０の補
充がし易くなっている。
【００２２】
　ブレード１９は、前後に長尺なリブである。ブレード１９は、底板部１２の左右の側部
１２ｂの下面から下方に突出している。
　なお、ブレード１９は、側壁部１３において底板部１２よりも下方に垂下している部分
よりも更に下方に突出している。
【００２３】
　前壁部１４は、当該前壁部１４の下端部を構成する前壁下部１５と、当該前壁部１４に
おける前壁下部１５よりも上側の部分を構成するフラップ１６と、を備えて構成されてい
る。
【００２４】
　前壁下部１５は、底板部１２の前端部、及び、左右一対の側壁部１３の前端部の下部と
一体に設けられた、左右に長尺な板状の部分であり、板面が前後方向を向いている。
　前壁下部１５は、底板部１２の前端部よりも上方に起立しており、前壁下部１５の上縁
は水平に配置されている。
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【００２５】
　フラップ１６は、左右一対の側壁部１３によって軸支されており、前傾方向に揺動可能
となっている。
　フラップ１６は、平板状の前側壁部８２と、前側壁部８２よりも後方に位置していると
ともに前側壁部８２に対して平行に配置された平板状の後側壁部８７と、左右一対の側壁
部８５（図６（ａ）、図６（ｂ）、図７（ａ）、図７（ｂ））と、底板部８４（図６（ａ
）、図６（ｂ）、図７（ｂ））と、を備えている。
　更に、フラップ１６は、一対の側壁部８５からそれぞれ側方に突出した状態に形成され
た左右一対の軸部１６ｄ及び左右一対のガイドピン１６ｅを備えている。
　一対の軸部１６ｄの各々は、左右一対の側壁部１３にそれぞれ形成された軸支孔１３ａ
（図３参照）に差し込まれている。これにより、フラップ１６は、左右一対の側壁部１３
により軸支されている。
　また、一対のガイドピン１６ｅの各々は、左右一対の側壁部１３にそれぞれ形成された
ガイド孔１３ｂ（図３）に差し込まれており、フラップ１６が揺動する際にガイド孔１３
ｂによってガイドピン１６ｅがガイドされるようになっている。
　フラップ１６が起立した状態（前傾していない状態）において、前側壁部８２及び後側
壁部８７は、略鉛直となり、各々の板面が前後方向を向くようになっている。
　フラップ１６の前側壁部８２は、矩形状に形成されており、当該前側壁部８２の上縁及
び下縁が水平に配置されている。
　フラップ１６が起立した状態において、前側壁部８２の下縁の高さ位置は、前壁下部１
５の上縁の高さ位置とほぼ一致する（前壁下部１５の上縁よりも僅かに高い位置となる）
。
　また、例えば、フラップ１６が起立した状態（前傾していない状態）において、前側壁
部８２が前壁下部１５とほぼ面一となるように、フラップ１６が配置されている。
　前側壁部８２と後側壁部８７との間には、たばこ商品６０の銘柄識別情報や価格情報な
どが付されたカード類を上方から差し込み可能なカードホルダ９９（図６（ｂ）等）が形
成されている。
　フラップ１６のより詳細な構成については後述する。
【００２６】
　図３に示すように、後壁部１７は、平板状の前側壁部（不図示）と、前側壁部よりも後
方に位置しているとともに前側壁部に対して平行に配置された後側壁部１７ｂと、を備え
て構成されている。後壁部１７の前側壁部及び後側壁部１７ｂの各々は、板面が前後方向
を向いており、底板部１２及び側壁部１３に対して直交している。
　後壁部１７の前側壁部と後側壁部１７ｂとの間には、たばこ商品６０の銘柄識別情報や
価格情報などが付されたカード類を上方から差し込み可能なカードホルダが形成されてい
る。
【００２７】
　底板部１２の前端部の下側には、収容ケース部１８が設けられている。
　収容ケース部１８は、後述するドラム５５と、該ドラム５５に巻き付けられている巻き
バネ５０の巻回部５１と、を収容する部分である。収容ケース部１８は、側面視において
、底板部１２から下方に向けて半円弧状に突出している（図３参照）。
　収容ケース部１８は、左右一対の側壁部であって互いに平行に対向している側壁部を含
んで構成されている。収容ケース部１８の各側壁部には、ドラム５５の後述する軸部５５
ａを軸支する軸受部１８ａが形成されている。
　収容ケース部１８は、上記一対の側壁部によって左右両端が閉塞されている他、当該収
容ケース部１８の前面側、下面側、及び背面側を閉塞する側面視半円弧状で平面視矩形状
の薄板状の部分を有している。
　ただし、収容ケース部１８は上方には開放している。したがって、収容ケース部１８内
に収容された巻回部５１から繰り出された繰出部５２を、収容ケース部１８の上方に繰り
出して、更に収容ケース部１８よりも後方に繰り出すことができるようになっている。
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　なお、収容ケース部１８は、例えば、マガジン１００の左右方向における中央部に配置
されている。
【００２８】
　ここで、例えば、搭載部１０の構成要素のうち、底板部１２、一対の側壁部１３、前壁
下部１５、後壁部１７、収容ケース部１８及びブレード１９は、一体成形されており、本
体部１１を構成している。すなわち、搭載部１０において、フラップ１６以外の部分は、
本体部１１を構成している。
【００２９】
　フラップ１６及び後側壁部１７ｂの各々は、例えば、透明な樹脂材料などの透光性材料
により構成されている。このため、フラップ１６の上記カードホルダ９９及び後壁部１７
の上記カードホルダにそれぞれ保持されたカード類を、マガジン１００の前方及び後方か
らそれぞれ視認可能となっている。例えば、本体部１１は全体が透光性材料により構成さ
れている。
【００３０】
　押圧スライダ２０は、底板部１２に沿って前後に移動可能に、底板部１２に装着されて
いる。
　図１（ａ）、図１（ｂ）、図２（ａ）、図２（ｂ）、図３、図４（ａ）及び図４（ｂ）
のいずれかに示すように、押圧スライダ２０は、底板部１２に対して前後に摺動可能に底
板部１２に装着された摺動部２１と、摺動部２１の前端部から上方に起立している起立板
２２と、起立板２２の後方に配置されている左右一対のリブ２３と、を備えて構成されて
いる。
【００３１】
　図５に示すように、摺動部２１は、底板部１２の左右の側部１２ｂをそれぞれ上下から
挟持する左右一対の挟持部（第１挟持部２１ａ及び第２挟持部２１ｂ）を備えている。な
お、図５は押圧スライダ２０の後方から前方を視た図となっているため、図５においては
左右が反転して示されている。
　図５に示すように、摺動部２１の右半部（図５においては左半部）が第１挟持部２１ａ
を有している。第１挟持部２１ａは、右側（図５においては左側）に向けて開口するスリ
ットを有している。第１挟持部２１ａのスリットに対し、右側（図５においては左側）の
側部１２ｂにおけるスリット１２ｃの縁部が差し込まれることにより、第１挟持部２１ａ
が当該右側の側部１２ｂを上下から挟持している。
　一方、摺動部２１の左半部（図５においては右半部）が第２挟持部２１ｂを有している
。第２挟持部２１ｂは、左側（図５においては右側）に向けて開口するスリットを有して
いる。第２挟持部２１ｂのスリットに対し、左側（図５においては右側）の側部１２ｂに
おけるスリット１２ｃの縁部が差し込まれることにより、第２挟持部２１ｂが当該左側の
側部１２ｂを上下から挟持している。
　摺動部２１は、第１挟持部２１ａ及び第２挟持部２１ｂによって左右の側部１２ｂを挟
持した状態で、底板部１２に沿って前後に摺動可能となっている。
【００３２】
　起立板２２は、平板状に形成されており、当該起立板２２の板面が前後方向を向くよう
に配置されている。起立板２２は、搭載部１０に搭載されているたばこ商品６０のうち、
最後尾のたばこ商品６０の背面に当接し、該たばこ商品６０を前方に押すようになってい
る。
【００３３】
　一対のリブ２３は、起立板２２から後方に起立しており、互いに左右に離間している。
一対のリブ２３は互いに平行に対向している。各リブ２３の板面は、左右方向を向いてい
る。
【００３４】
　なお、摺動部２１において、左右一対のリブ２３どうしの間の部分の上面には、巻きバ
ネ５０を係止する係止突起２１ｃが形成されている。
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　更に、摺動部２１における左右一対のリブ２３どうしの間の部分において、係止突起２
１ｃよりも前方の部分には、当該部分を上下に貫通している通し孔２１ｄが形成されてい
る。
【００３５】
　マガジン１００は、押圧スライダ２０を前方に付勢するスライダ付勢部として、例えば
、巻きバネ５０を備えている。すなわち、スライダ付勢部は、巻きバネ５０により構成さ
れている。
　巻きバネ５０は、渦巻き状に巻回された巻回部５１と、巻回部５１から繰り出された繰
出部５２と、を含んで構成されている。
　更に、マガジン１００は、巻きバネ５０の巻回部５１が周面に巻き付けられているとと
もに、該巻回部５１を保持している筒状のドラム５５を備えている。ドラム５５の左右両
端には、それぞれ軸部５５ａが形成されている。
　ドラム５５は、一対の軸部５５ａがそれぞれ収容ケース部１８の左右の軸受部１８ａに
よって軸支されている。これにより、ドラム５５は軸周りに回転可能な状態で、収容ケー
ス部１８によって保持されている。
　巻きバネ５０の繰出部５２は、巻回部５１の上端部から後方に繰り出されている。
　繰出部５２の先端部（後端部）には、当該繰出部５２の表裏を貫通している貫通孔であ
る被係止部５０ｃが形成されている。
　繰出部５２の先端部（後端部）は、底板部１２の中央部１２ａの上面に沿って後方に導
かれ、更に、押圧スライダ２０の摺動部２１の通し孔２１ｄを下側から上側にくぐり抜け
て、摺動部２１における一対のリブ２３間の部分の上方に導かれている。そして、繰出部
５２の先端部の被係止部５０ｃに対して、摺動部２１の係止突起２１ｃが係止されること
によって、繰出部５２の先端部が押圧スライダ２０に連結されている。
　巻きバネ５０には、繰出部５２を巻回部５１に巻き取る方向の巻き癖が付与されている
。巻きバネ５０は、繰出部５２を巻回部５１に巻き取ろうとする力によって、押圧スライ
ダ２０を前方に付勢している。
【００３６】
　なお、軸受部１８ａは、収容ケース部１８の左右の側壁部にそれぞれ形成されたスリッ
トの先端部（下端部）により構成されている。そして、収容ケース部１８の上方から収容
ケース部１８内にドラム５５を落とし込むことによって、ドラム５５の一対の軸部５５ａ
が軸受部１８ａによって軸支されている。より詳細には、これらスリットの先端部（下端
部）は、後方に向けて鉤爪状に屈曲しており、その屈曲した先端部においてドラム５５の
軸部５５ａが軸支されている。これにより、軸受部１８ａからの軸部５５ａの脱落が抑制
されるため、ドラム５５が収容ケース部１８によって安定的に保持されている。
【００３７】
　次に、図６（ａ）、図６（ｂ）、図７（ａ）及び図７（ｂ）を用いて、フラップ１６に
ついて詳細に説明する。
　フラップ１６は、第１部材８１と第２部材８６とを相互に組み付けることにより構成さ
れている。
【００３８】
　図６（ａ）に示すように、第１部材８１は、フラップ１６の前面部を構成する前側壁部
８２と、フラップ１６の左右の側壁部を構成する左右一対の側壁部８５と、フラップ１６
の底板部を構成する底板部８４と、仕切板８３と、側壁部８５から左右に突出している一
対の軸部１６ｄ及び一対のガイドピン１６ｅと、を備えて構成されている。
　前側壁部８２、側壁部８５、底板部８４及び仕切板８３の各々は、例えば、それぞれ平
板状に形成されている。
　前側壁部８２には、それぞれ前側壁部８２を前後に貫通している開口部８２ｂ及び開口
部８２ａが形成されている。
　開口部８２ｂは、光電池９３の受光面を前方に臨ませるための部分である。開口部８２
ｂは、例えば、前側壁部８２の下縁に沿って左右に延在している。また、開口部８２ａは
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、ＬＥＤ９１の前方に配置されるレンズ部材９２の突出部９２ａを前側壁部８２の前方に
突出させるための部分である。開口部８２ａは、例えば、開口部８２ｂの横隣（例えば右
隣）に配置されている。
　底板部８４の左右幅方向における中央部には、左右一対の係合凹部８４ａが形成されて
いる。
　仕切板８３は、後述する収容部９８とカードホルダ９９とを相互に仕切る部分であり、
底板部８４よりも上方において、前側壁部８２から後方に向けて水平に突出している。仕
切板８３は、左右一対の側壁部８５どうしの対向間隔の全域に亘って、左右に延在してい
る。
　左右一対の側壁部８５の各々の下端部には、段差部８１ａ（図６（ｂ））が形成されて
いる。側壁部８５において、段差部８１ａよりも上側の部分は、段差部８１ａよりも下側
の部分と比べて、第２部材８６の後側壁部８７の厚み分だけ前方に位置している。
【００３９】
　第２部材８６は、フラップ１６の背面部を構成する平板状の後側壁部８７と、後側壁部
８７から前方に突出している複数のリブ８８と、を備えている。
　リブ８８は、例えば、それぞれ上下に延在しており、左右方向において所定間隔（例え
ば一定間隔）で配置されている。リブ８８の板面は左右方向を向いている。
　後側壁部８７の左右両端部における下端部には、それぞれ切欠形状部８７ｃが形成され
ている。後側壁部８７の左右幅方向における中央部には、左右一対の係合突起８７ｂが形
成されている。
　後側壁部８７において、左右一対の切欠形状部８７ｃに挟まれている部分を突出部８７
ａと称する。
【００４０】
　図６（ｂ）に示すように、第２部材８６が第１部材８１の背面側に取り付けられている
。
　より詳細には、後側壁部８７の一対の係合突起８７ｂが第１部材８１の一対の係合凹部
８４ａに対してそれぞれ係合している。また、後側壁部８７の突出部８７ａが、前側壁部
８２の左右一対の側壁部８５において段差部８１ａよりも下側の部分どうしの対向間隔に
隙間無く嵌め込まれている。更に、後側壁部８７において切欠形状部８７ｃよりも上側の
部分が、一対の側壁部８５の背面に隙間無く密着した状態に配置されている。
　なお、必要に応じて、第１部材８１と第２部材８６とは、接着剤を用いて相互に接着さ
れていても良い。
【００４１】
　フラップ１６において、後側壁部８７における仕切板８３よりも上側の部分と、前側壁
部８２において後側壁部８７における仕切板８３よりも上側の部分と対向している部分と
、左右一対の側壁部８５において仕切板８３よりも上側の部分と、により囲まれた領域は
、カードホルダ９９を構成している。
　ここで、リブ８８の高さ（前後方向寸法）は、側壁部８５の前後方向寸法よりも若干小
さい寸法に設定されている。このため、リブ８８と前側壁部８２との間には、カード類を
差し込み可能な隙間が形成されている（図７（ｂ）参照）。
【００４２】
　一方、フラップ１６において、仕切板８３と、底板部８４と、左右一対の側壁部８５に
おいて仕切板８３よりも下側の部分と、後側壁部８７において仕切板８３よりも下側の部
分と、により囲まれた領域は、以下に説明する部品群を収容する収容部９８となっている
。
【００４３】
　図６（ｂ）に示すように、収容部９８には、ＬＥＤ９１と、レンズ部材９２の後述する
基部９２ｂと、光電池９３と、回路基板９４と、補助電池９７と、が収容されている。
　すなわち、フラップ１６に発光部（ＬＥＤ９１）が搭載されている。また、フラップ１
６に光電池９３が搭載されている。
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【００４４】
　このように、フラップ１６の下部領域は、発光部（ＬＥＤ９１）及び光電池９３を収容
する収容部９８を構成しており、フラップ１６の上部領域は、差し込まれたカード類を保
持するカードホルダ９９を構成している。
【００４５】
　ここで、図３に示すように、巻きバネ５０の巻回部５１を収容する収容ケース部１８の
下端部は、ブレード１９よりも下方に突出している。これにより、底板部１２の前端部よ
りも下方において、ドラム５５を収容可能となるような収容ケース部１８の容積を容易に
確保できる。
　また、ドラム５５を底板部１２よりも下方に配置できることから、フラップ１６の下端
部を底板部１２の前端部の近傍に配置しても、フラップ１６とドラム５５との干渉を抑制
できる。よって、フラップ１６内の収容部９８の容積を十分に確保しつつ、フラップ１６
の上部には、カードホルダ９９の形成領域を確保できる。
　また、収容ケース部１８の下端部がブレード１９よりも下方に突出していることにより
、収容ケース部１８の容積を十分に確保できるので、巻きバネ５０の繰出部５２が巻回部
５１の上端部から後方に繰り出されている構成を容易に実現できる。
　また、巻きバネ５０の繰出部５２が巻回部５１の上端部から後方に繰り出されているこ
とにより、フラップ１６から下方に突出している電極９５が巻回部５１に接触する構成を
好適に実現できるとともに、フラップ１６の下部領域の収容部９８にＬＥＤ９１や光電池
９３が収容された構成を好適に実現できる。
【００４６】
　なお、マガジン１００は、複数のマガジン１００を搭載可能な什器の棚板に載置するこ
とができるが、その際に、収容ケース部１８の少なくとも下端部は、什器の棚板の上面よ
りも下方に配置することもできる。これにより、収容ケース部１８の一部分をデッドスペ
ース（具体的には、棚板の前方であって、棚板の厚みの範囲内の領域）に配置することが
できる。よって、什器に対するマガジン１００の配置に関し、スペース効率を高めること
が可能となる。
【００４７】
　ここで、レンズ部材９２は、透明樹脂等の透光性材料により構成されている。レンズ部
材９２は、例えば、平板状の基部９２ｂと、基部９２ｂの一方の面に形成された半球状の
突出部９２ａとを含んで構成されている。レンズ部材９２の基部９２ｂは、前側壁部８２
における開口部８２ａの周囲縁部の背面側に配置されており、レンズ部材９２の突出部９
２ａは、開口部８２ａを介して前側壁部８２の前方に突出している（図７（ａ）、図７（
ｂ））。なお、突出部９２ａは、その他の形状でもよく、例えば、半円柱状であっても良
い。
【００４８】
　ＬＥＤ９１は、レンズ部材９２の後方に配置されている。ＬＥＤ９１が点滅又は点灯す
る状態では、ＬＥＤ９１から照射される光がレンズ部材９２を介して前側壁部８２の前方
に照射される。レンズ部材９２が光を様々な方向に反射させて放射することにより、マガ
ジン１００の前方における様々な方向からレンズ部材９２を視た際に、レンズ部材９２か
ら放射される光を視認することができる。
　このように、マガジン１００は、発光部（ＬＥＤ９１）を基準として、当該発光部から
の光放射方向側の位置に配置されたレンズ部材９２を備えている。
　また、発光部（ＬＥＤ９１）は、フラップ１６の前方に向けて光を放射する。
【００４９】
　ＬＥＤ９１は、例えば、ステムと、ステムの一方の面側に設けられたレンズ部と、ステ
ムの他方の面側に突出している一対のリード（不図示）と、を有している。なお、ＬＥＤ
９１が占有する領域の前後幅を抑制するため、ＬＥＤ９１は、例えば、ステムの板面が左
右方向を向くように配置されている。
【００５０】
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　光電池９３は、例えば、平板状に形成されており、且つ、左右に長尺な矩形状に形成さ
れている。光電池９３は、板面が前後方向を向く姿勢となって、開口部８２ｂ内に配置さ
れている。
　光電池９３は、一方の面が受光面となっており、受光面が受光することによって発電し
、発電により生成した電力を回路基板９４に供給する。
　光電池９３の受光面は、開口部８２ｂを介してマガジン１００の前方に臨まされている
（図７（ａ）参照）。すなわち、光電池９３の受光面は、フラップ１６の前面側に配置さ
れている。
【００５１】
　補助電池９７は、ＬＥＤ９１の点滅又は点灯に必要な電力が光電池９３による発電で十
分に賄われない場合に、ＬＥＤ９１に電力を供給するためのものであり、例えば、ボタン
型電池である。なお、光電池９３により発電された電力のうちＬＥＤ９１の発光に消費さ
れなかった余剰の電力を、回路基板９４の制御下で補助電池９７に蓄電できるようになっ
ていても良い（補助電池９７が蓄電池としての機能を有していても良い）。
　補助電池９７の数は特に限定されないが、本実施形態の場合、マガジン１００は２個の
補助電池９７を備えている。
　例えば、補助電池９７は、各々の厚み方向が前後方向を向く姿勢となって、光電池９３
の背面側に配置され、且つ、２個の補助電池９７が互いに横並びに配置されている。
【００５２】
　回路基板９４は、ＬＥＤ９１の発光状態を切り替える制御を行う他、光電池９３により
発電された電力をＬＥＤ９１に供給する機能と、補助電池９７の電力をＬＥＤ９１に供給
する機能と、を担っている。
　なお、マガジン１００は、補助電池９７とは別の蓄電部材を備えていて、この蓄電部材
に余剰の電力が蓄電されるようになっていてもよい。この場合、回路基板９４は、蓄電部
材の電力をＬＥＤ９１に供給する機能を担う。
　より詳細には、回路基板９４には、一対の電極９５が設けられており、一対の電極９５
が相互に導通しているか、又は、相互に絶縁されているかに応じて、ＬＥＤ９１が点滅又
は点灯するか、或いは、消灯するかを切り替える。すなわち、回路基板９４は、発光部（
ＬＥＤ９１）の発光状態を切り替える切替部としての機能を有する。
【００５３】
　回路基板９４がＬＥＤ９１を点滅又は点灯させる際に、光電池９３によって十分な電力
が発電されている場合には、回路基板９４は光電池９３により発電された電力をＬＥＤ９
１に供給することによってＬＥＤ９１を点滅又は点灯させる。
　一方、回路基板９４がＬＥＤ９１を点滅又は点灯させる際に、光電池９３によって十分
な電力が発電されていない場合には、回路基板９４は補助電池９７（又は蓄電部材）の電
力をＬＥＤ９１に供給することによってＬＥＤ９１を点滅又は点灯させる。なお、この場
合、回路基板９４は補助電池９７（又は蓄電部材）の電力のみをＬＥＤ９１に供給しても
良いし、光電池９３による電力の不足分のみを補助電池９７（又は蓄電部材）からの電力
により賄うようにしてもよい。
　回路基板９４は、板面が前後方向を向くように、光電池９３の背面側に配置されている
。なお、補助電池９７は回路基板９４の側方に隣接して配置されている。また、ＬＥＤ９
１は、例えば、回路基板９４の側方に配置されている。ＬＥＤ９１の一対のリードを回路
基板９４に対して容易に電気的に接続できるように、ＬＥＤ９１のリードはステムよりも
回路基板９４に近い側（例えば回路基板９４の一方の面上）に配置されている。つまり、
ＬＥＤ９１のレンズ部はステムよりも回路基板９４から遠い側に配置されている。
【００５４】
　一対の電極９５は、それぞれ回路基板９４から下方に突出しており、且つ、互いに左右
横並びに配置されている。
　なお、一対の電極９５は、マガジン１００の左右方向における中央部に配置されている
。このような配置を実現するため、回路基板９４は、マガジン１００の左右方向において
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、ＬＥＤ９１と補助電池９７との間に配置されている。
　より詳細には、マガジン１００の左右幅方向において、巻きバネ５０の左右両端間と対
応する領域に一対の電極９５が収まっている。
【００５５】
　一対の電極９５の各々は、例えば、板バネにより構成されており、且つ、板面が前後方
向を向いている。そして、一対の電極９５は、フラップ１６から下方に突出している。更
に、一対の電極９５の突出方向における先端部が、巻きバネ５０の巻回部５１の前部にお
いて、巻きバネ５０の一方の面に接触している（図３、図４（ａ）、図４（ｂ））。
　このため、フラップ１６が前傾した際には、一対の電極９５が弾性変形することにより
、これら電極９５がフラップ１６を起立させる方向に付勢するようになっている。
【００５６】
　このように、搭載部１０は、前端部にフラップ１６を備え、フラップ１６は、起立状態
と、起立状態よりも前傾した前傾状態と、に揺動可能に軸支されており、切替部（回路基
板９４）は、フラップ１６に搭載されており、電極９５は、板バネにより構成されている
とともに、板面が前後方向を向いており、フラップ１６から下方に突出して、突出方向先
端部が巻回部５１において巻きバネ５０の一方の面に接触しており、且つ、フラップ１６
が前傾した際に、フラップ１６を起立させる方向に付勢する。
【００５７】
　より詳細には、電極９５は、フラップ１６から下方に突出している第１部分９５ａと、
第１部分９５ａよりも更に下方に突出しているとともに第１部分９５ａに対して後方に折
れ曲がっている第２部分９５ｂと、を有し、上記突出方向先端部は、第２部分９５ｂの先
端部である。すなわち、電極９５は、くの字形状（ｄｏｇｌｅｇ　ｓｈａｐｅ）に折れ曲
がっている。
　このような構造により、フラップ１６を起立させる方向に付勢する電極９５の弾性力を
、より十分に確保することが可能となる。
【００５８】
　なお、各電極９５は、フラップ１６の各係合凹部８４ａを通して、収容部９８の内部か
らフラップ１６の下方に突出している。
　各電極９５は、収容ケース部１８の上方から収容ケース部１８内における巻回部５１の
前方の領域に差し込まれており、巻回部５１の前部に対して弾性的に当接している。
【００５９】
　ただし、電極９５は、板バネではなく、トーションスプリング等の線状のバネ体により
構成されていてもよい。また、電極９５の折れ曲がり形状は、くの字形状に限らず、曲線
的な湾曲（ｃｕｒｖａｔｕｒｅ）形状であってもよい。
【００６０】
　ここで、巻きバネ５０に対して接触している一対の電極９５どうしを、相互に導通する
状態と相互に絶縁する状態とに切り替え可能となるように、巻きバネ５０は次のように構
成されている。
　すなわち、図２（ａ）等に示すように、巻きバネ５０の一方の面（繰出部５２において
上面側となる面）には、当該巻きバネ５０の長手方向における一部領域に亘って延在する
絶縁領域５０ａと、当該巻きバネ５０の長手方向における他部領域に亘って延在する導電
領域５０ｂと、が形成されている。より詳細には、巻きバネ５０の後部における一方の面
には絶縁領域５０ａが形成され、前部における一方の面には導電領域５０ｂが形成されて
いる。
　また、上記のように、マガジン１００は、発光部（ＬＥＤ９１）の発光状態を切り替え
る切替部（回路基板９４）を備えている。
　そして、切替部は、巻きバネ５０の一方の面に接触する電極９５を備え、電極９５が絶
縁領域５０ａに接触するか又は導電領域５０ｂに接触するかに応じて、発光部の発光状態
を切り替えるようになっている。
【００６１】
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　より詳細には、例えば、回路基板９４は、一対の電極９５が導電領域５０ｂに対して接
触する状態ではＬＥＤ９１を消灯させる一方で、一対の電極９５が絶縁領域５０ａに対し
て接触する状態ではＬＥＤ９１を点滅又は点灯させる制御を行う切替回路を含んで構成さ
れている。
　これにより、搭載部１０に搭載されているたばこ商品６０が所定の残個数よりも多い状
態のときにはＬＥＤ９１が消灯する一方で、搭載部１０に搭載されているたばこ商品６０
が所定の残個数以下になっている状態のときにはＬＥＤ９１が点滅又は点灯することによ
る発光報知が可能となっている。
【００６２】
　巻きバネ５０は、長尺な板バネである金属板５３を含んで構成されている。絶縁領域５
０ａにおいては、巻きバネ５０の一方の面側において金属板５３の表面が絶縁膜５４によ
り覆われている。
　また、導電領域５０ｂにおいては、巻きバネ５０の一方の面側において金属板５３の表
面が露出している。
　なお、図２（ａ）及び図２（ｂ）において、絶縁膜５４の形成領域にはハッチングを付
している。
【００６３】
　より詳細には導電領域５０ｂにおいては、巻きバネ５０の一方の面の幅方向（左右方向
）全域に亘って金属板５３の表面が露出している。
　一方、絶縁領域５０ａにおいては、巻きバネ５０の一方の面の幅方向（左右方向）にお
ける少なくとも一部範囲について絶縁膜５４により覆われている。ただし、マガジン１０
０の左右方向において、絶縁膜５４が形成されている上記少なくとも一部範囲と重複する
ように、一対の電極９５が配置されている。
【００６４】
　上述のように、所定の残量（所定の残個数）は、例えば、５個である。
　搭載部１０におけるたばこ商品６０の残個数が所定の残量よりも多いとき、すなわち６
個以上のときには、一対の電極９５が導電領域５０ｂに対して接触するようになっている
。これにより、一対の電極９５どうしが相互に導通状態となるため、ＬＥＤ９１が消灯す
る。
　また、搭載部１０におけるたばこ商品６０の残個数が６個から５個に減って押圧スライ
ダ２０が所定の前進位置まで前進する過程で、一対の電極９５が絶縁領域５０ａに対して
接触する状態に切り替わるようになっている。これにより、一対の電極９５どうしが相互
に絶縁状態となるため、ＬＥＤ９１が点滅状態又は点灯状態に切り替わる。
　すなわち、所定の残量（所定の残個数）をＮ個（Ｎは２以上の自然数）とすると、搭載
部１０におけるたばこ商品６０の残個数が（Ｎ＋１）個からＮ個に減ることにより、一対
の電極９５が導電領域５０ｂに対して接触する状態から絶縁領域５０ａに対して接触する
状態に切り替わる。
　より詳細には、本実施形態の場合、搭載部１０におけるたばこ商品６０の残個数が（Ｎ
＋１）個以上のときには、一対の電極９５は継続して導電領域５０ｂに対して接触する状
態に維持される。また、搭載部１０におけるたばこ商品６０の残個数がＮ個以下のときに
は、一対の電極９５は継続して絶縁領域５０ａに対して接触する状態に維持される。
【００６５】
　なお、マガジン１００は、一対の電極９５が相互に絶縁された状態において光電池９３
又は補助電池９７からＬＥＤ９１に対して電力が供給される電源オン状態と、一対の電極
９５が相互に絶縁された状態においても光電池９３又は補助電池９７からＬＥＤ９１に対
して電力が供給されない電源オフ状態と、の切り替えを手動操作で行うことが可能な電源
スイッチ部（不図示）を備えていても良い。マガジン１００が陳列されていない状態で且
つ搭載部１０にたばこ商品６０が搭載されていないときには、電源スイッチ部によりマガ
ジン１００を電源オフ状態としておくことにより、ＬＥＤ９１が無駄な電力を消費してし
まうことを防止できる。
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【００６６】
　ここで、図６（ａ）、図６（ｂ）、図７（ａ）及び図７（ｂ）に示すフラップ１６は、
本実施形態に係るマガジン用フラップである。
　すなわち、本実施形態に係るマガジン用フラップ（フラップ１６）は、複数の物品（た
ばこ商品６０）を前後方向に並べて搭載可能な搭載部と、搭載部に沿って前後に移動可能
に設けられた押圧スライダ２０と、押圧スライダ２０を前方に付勢するスライダ付勢部（
例えば巻きバネ５０）と、を備えるマガジンに装着して用いられるマガジン用フラップで
ある。このマガジン用フラップは、当該マガジン用フラップを搭載部に対して前傾可能に
軸支するための軸支部（軸部１６ｄ）と、搭載部に搭載されている物品が所定の残量とな
った場合に発光報知を行う発光部（例えば、ＬＥＤ９１）と、発光部に電力供給する光電
池９３と、を備えている。
　ここでいうマガジンは、上述したマガジン１００からマガジン用フラップ（フラップ１
６）を除いた部分である。
　ここでいう搭載部は、上述した搭載部１０からマガジン用フラップ（フラップ１６）を
除いた部分であり、本実施形態の場合、本体部１１が搭載部に該当する。
　マガジン用フラップは、マガジンの搭載部に装着されることにより、搭載部の前面壁を
構成するものである。
【００６７】
　次に、動作を説明する。
【００６８】
　初期状態では、搭載部１０に６個以上のたばこ商品６０が搭載されているものとする。
この状態では、押圧スライダ２０は所定の前進位置よりも後方に位置しており、一対の電
極９５は巻きバネ５０の導電領域５０ｂに対して接触している。よって、ＬＥＤ９１は消
灯している。
【００６９】
　搭載部１０に搭載されているたばこ商品６０のうち、先頭のものが取り出されると、搭
載部１０に搭載されている残りのたばこ商品６０のうち、最前位置のたばこ商品６０の前
面がフラップ１６の背面に当接するまで、残りのたばこ商品６０が押圧スライダ２０によ
って前方に押される。
　従って、押圧スライダ２０は、搭載部１０上のたばこ商品６０の残個数が減る度に、段
階的に前進する。
　なお、先頭のたばこ商品６０が前方に取り出される際には、フラップ１６が当該たばこ
商品６０の前面に押されて前傾しうるため、たばこ商品６０の取り出しを容易に行うこと
ができる。また、先頭のたばこ商品６０が取り出された後は、搭載部１０に残留するたば
こ商品６０が押圧スライダ２０によってまとめて前方に押し出される。
　フラップ１６は、一対の電極９５によって、当該フラップ１６が起立する方向に付勢さ
れている。よって、たばこ商品６０の取り出し後、フラップ１６はスムーズに起立状態に
復帰する。
　なお、搭載部１０に残留するたばこ商品６０のうち新たに先頭に位置することとなった
たばこ商品６０の前面によって、フラップ１６の後側壁部８７の下部（軸部１６ｄよりも
下方に位置する部分）が前方に押される。これによっても、フラップ１６は起立状態に復
帰しうる。
【００７０】
　図１（ｂ）、図２（ｂ）、図４（ｂ）に示すように、搭載部１０におけるたばこ商品６
０の残個数が５個となることにより、押圧スライダ２０は所定の前進位置まで前進する。
これにより、一対の電極９５は巻きバネ５０の絶縁領域５０ａに対して接触するようにな
る。よって、ＬＥＤ９１が点滅又は点灯する。
　また、搭載部１０におけるたばこ商品６０の残個数が４個以下のときには、押圧スライ
ダ２０は所定の前進位置よりも前方に位置する。このときにも、一対の電極９５は巻きバ
ネ５０の絶縁領域５０ａに対して接触した状態に維持される。このため、ＬＥＤ９１は点
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滅状態又は点灯状態を継続する。
　このように、マガジン１００は、搭載部１０に搭載されているたばこ商品６０の残量が
所定の残量以下の状態のときに継続して発光部（ＬＥＤ９１）による発光報知を行う。
【００７１】
　以上のような実施形態によれば、マガジン１００は、搭載部１０に搭載されているたば
こ商品６０が所定の残量となった場合に発光報知を行うＬＥＤ９１と、ＬＥＤ９１に電力
供給する光電池９３と、を備えている。
　よって、光電池９３により生成（発電）された電力をＬＥＤ９１に供給して該ＬＥＤ９
１を発光させることができるため、例えば乾電池のみによってＬＥＤ９１を発光させる場
合とは異なり、マガジン１００のメンテナンス（具体的には電池交換）の手間がかからな
い。
　すなわち、光電池９３が発電することにより得られる電力によって、ＬＥＤ９１の電力
の少なくとも一部をまかなうことができるため、乾電池（補助電池９７）の交換が不要と
なるか又は交換頻度を低減できる。よって、より手間がかからずに、発光によるたばこ商
品６０の残量の報知が可能となる。
【００７２】
　以上、図面を参照して実施形態を説明したが、これらは本発明の例示であり、上記以外
の様々な構成を採用することもできる。
【００７３】
　例えば、上記においては、マガジン１００が補助電池９７を備える例を説明したが、マ
ガジン１００は補助電池９７を備えていなくても良い。
【００７４】
　また、上述したＬＥＤ９１、レンズ部材９２、光電池９３、回路基板９４、電極９５及
び補助電池９７の配置は一例であり、これら構成要素は、上述した以外の配置となってい
ても良い。例えば、これら構成要素は、フラップ１６ではなく搭載部１０の本体部１１側
に設けられていてもよい。
【００７５】
　また、上記においては、金属板５３上に絶縁膜５４が形成されていることによって絶縁
領域５０ａが構成されている例を説明したが、金属板５３に沿って樹脂フィルムが配置さ
れることによって絶縁領域５０ａが構成されていてもよい。例えば、金属板５３の周囲を
くるむように樹脂フィルムが配置されていることによって、絶縁領域５０ａを形成するこ
とができる。
【００７６】
　また、上記においては、巻きバネ５０が金属板５３を備えて構成されている例を説明し
たが、巻きバネ５０は樹脂フィルムにより構成されていても良い。この場合、例えば、導
電領域５０ｂにおいては、巻きバネ５０の一方の面側において樹脂フィルムの表面が導電
膜により覆われており、絶縁領域５０ａにおいては、巻きバネ５０の一方の面側において
樹脂フィルムの表面が露出している。
【００７７】
　本実施形態は以下の技術思想を包含する。
（１）複数の物品を前後方向に並べて搭載可能な搭載部と、
　前記搭載部に沿って前後に移動可能に設けられた押圧スライダと、
　前記押圧スライダを前方に付勢するスライダ付勢部と、
　前記搭載部に搭載されている前記物品が所定の残量となった場合に発光報知を行う発光
部と、
　前記発光部に電力供給する光電池と、
　を備えるマガジン。
（２）前記スライダ付勢部は、巻きバネにより構成されており、
　前記巻きバネは、渦巻き状に巻回された巻回部と、前記巻回部から繰り出された繰出部
と、を含み、前記繰出部の先端部が前記押圧スライダに連結されており、
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　前記巻きバネは、前記繰出部を前記巻回部に巻き取ろうとする力によって前記押圧スラ
イダを前方に付勢しており、
　前記巻きバネの一方の面には、当該巻きバネの長手方向における一部領域に亘って延在
する絶縁領域と、当該巻きバネの長手方向における他部領域に亘って延在する導電領域と
、が形成されており、
　当該マガジンは、前記発光部の発光状態を切り替える切替部を更に備え、
　前記切替部は、前記巻きバネの前記一方の面に接触する電極を備え、前記電極が前記絶
縁領域に接触するか又は前記導電領域に接触するかに応じて前記発光部の発光状態を切り
替える（１）に記載のマガジン。
（３）前記巻きバネは、金属板を含んで構成されており、
　前記絶縁領域においては、当該巻きバネの前記一方の面側において前記金属板の表面が
絶縁膜により覆われており、
　前記導電領域においては、当該巻きバネの前記一方の面側において前記金属板の表面が
露出している（２）に記載のマガジン。
（４）前記搭載部は、前端部にフラップを備え、
　前記フラップは、起立状態と、前記起立状態よりも前傾した前傾状態と、に揺動可能に
軸支されており、
　前記切替部は、前記フラップに搭載されており、
　前記電極は、板バネにより構成されているとともに、板面が前後方向を向いており、前
記フラップから下方に突出して、突出方向先端部が前記巻回部において前記巻きバネの前
記一方の面に接触しており、且つ、前記フラップが前傾した際に、前記フラップを起立さ
せる方向に付勢する（２）又は（３）に記載のマガジン。
（５）前記電極は、前記フラップから下方に突出している第１部分と、前記第１部分より
も更に下方に突出しているとともに前記第１部分に対して後方に折れ曲がっている第２部
分と、を有し、
　前記突出方向先端部は、前記第２部分の先端部である（４）に記載のマガジン。
（６）前記搭載部は、前端部にフラップを備え、
　前記フラップは、起立状態と、前記起立状態よりも前傾した前傾状態と、に揺動可能に
軸支されている（１）から（３）のいずれか一項に記載のマガジン。
（７）前記フラップに前記発光部が搭載されている（４）から（６）のいずれか一項に記
載のマガジン。
（８）前記発光部は、前記フラップの前方に向けて光を放射する（７）に記載のマガジン
。
（９）前記フラップに前記光電池が搭載されている（４）から（８）のいずれか一項に記
載のマガジン。
（１０）前記光電池の受光面は、前記フラップの前面側に配置されている（９）に記載の
マガジン。
（１１）前記フラップの下部領域は、前記発光部及び前記光電池を収容する収容部を構成
しており、
　前記フラップの上部領域は、差し込まれたカード類を保持するカードホルダを構成して
いる（４）から（１０）のいずれか一項に記載のマガジン。
（１２）前記巻きバネの前記繰出部は、前記巻回部の上端部から後方に繰り出されている
（２）から（１１）のいずれか一項に記載のマガジン。
（１３）前記発光部を基準として、当該発光部からの光放射方向側の位置に配置されたレ
ンズ部材を更に備える（１）から（１２）のいずれか一項に記載のマガジン。
（１４）複数の物品を前後方向に並べて搭載可能な搭載部と、前記搭載部に沿って前後に
移動可能に設けられた押圧スライダと、前記押圧スライダを前方に付勢するスライダ付勢
部と、を備えるマガジンに装着して用いられるマガジン用フラップであって、
　当該マガジン用フラップを前記搭載部に対して前傾可能に軸支するための軸支部と、
　前記搭載部に搭載されている前記物品が所定の残量となった場合に発光報知を行う発光
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部と、
　前記発光部に電力供給する光電池と、
　を備えるマガジン用フラップ。
【符号の説明】
【００７８】
１０　搭載部
１１　本体部
１２　底板部
１２ａ　中央部
１２ｂ　側部
１２ｃ　スリット
１２ｄ　ガイドレール
１２ｅ　スロープ
１３　側壁部
１３ａ　軸支孔
１３ｂ　ガイド孔
１３ｃ　切欠形状部
１４　前壁部
１５　前壁下部
１６　フラップ
１６ｄ　軸部
１６ｅ　ガイドピン
１７　後壁部
１７ｂ　後側壁部
１８　収容ケース部
１８ａ　軸受部
１９　ブレード
２０　押圧スライダ
２１　摺動部
２１ａ　第１挟持部
２１ｂ　第２挟持部
２１ｃ　係止突起
２１ｄ　通し孔
２２　起立板
２３　リブ
５０　巻きバネ
５０ａ　絶縁領域
５０ｂ　導電領域
５０ｃ　被係止部
５１　巻回部
５２　繰出部
５３　金属板
５４　絶縁膜
５５　ドラム
５５ａ　軸部
６０　たばこ商品（物品）
８１　第１部材
８１ａ　段差部
８２　前側壁部
８２ａ　開口部
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８２ｂ　開口部
８３　仕切板
８４　底板部
８４ａ　係合凹部
８５　側壁部
８６　第２部材
８７　後側壁部
８７ａ　突出部
８７ｂ　係合突起
８７ｃ　切欠形状部
８８　リブ
９１　ＬＥＤ（発光部）
９２　レンズ部材
９２ｂ　基部
９２ａ　突出部
９３　光電池
９４　回路基板（切替部）
９５　電極
９５ａ　第１部分
９５ｂ　第２部分
９７　補助電池
９８　収容部
９９　カードホルダ
１００　マガジン

【図１】 【図２】
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